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びア共事

企率

末イ企同級同比

端

体業者業は

機ン業企の

均

、トの体と体、

はス

、組構等

新ー要はのの

の

開す２合成割

規ル件

発るのせ員
には 又も

がに

にるは通者共率バ
つ

係建支信で同

る設店形あ企
ーて

設業、態り業パい

次とセは

計者営を、体

所るのしン、

業で業取

てト接

務な
の報及施以続

等い等情

受と事提び行上さ

のこ

しのれ

所端にた場る

託。業供

任 業

又を末該場合端

者

企お技 の法 資名は同に

格競特

る者
昭 を争定業け術 要

設に等及
和 有入建体件

す札

っ区現
年 るに工あ級び

です共て分場
法 者関事

理
第 、る同はが代

律

本指企イ

工名業の等人

に工 ）

事を体要級を 号

者該道

るも海
に停で件

要る第

必す示

に当告

なこ

事は

工格。又

整資と号
成

平

の事て争

年

ち同加札 政 う共参入 年

代業るあ 第 、企すで 令

表体者る

の構なで 。

者のでの 号

資員こ入 下

出成い、 以

三 比はと札
」

は単参 令

率、。に 政

の

はのによ２分
構体加

６

カでおるの

タるる者、以

スあけ２

上

イと級は及

マこ等又

者

ズ。区３び２

ア場

れがにのの

さ分者
よ

は

専等りの合

た
用級構

アの成か

及当合の末
プ者さらパ

が

当海びすのも機

は北

こ績に２

該道同る実の

託に末とは限台

受内端

当こ上

者有機。、る以
も

資るサ該との

とす用
でバ同すの

本者ー共と
業。あ

しあの企るで

若

のこ

はこ置体る

くる設

対止あを格事 第

人と工

応さっす付に

さ任 に

すれてべけ専 条

い単満れで 規

るて、て

置 す

設な体たて配 定

建

業てるで る

業い企しい
理

可とにい者き 監

許こ

こあこ 技

を。あるでる
。 者

けてとると 術

受っ

海
北

いアと又

ては。こ

す
定
規

に
号
９
第

示
告
道

う

員業よ い

成企し と

る

他す ）

、はと 。

中又う

ー
大の第る

最

でン

ケ士てまセ

リ同れ
要、

シあるのト

ーでい
、。

ンかと件３

ョるこ

員

面の成。

事。事構と

績て

い実し

お工と

に施 件家

こ要国

るの。は

て 特を

、格

。を資

と
の

」
事

工
気

電



れな件

険に契こそ条

イ

ををがおに

証政国約と

令 券

共当

第 を公数、な、該

提団回あい

出を以らと同す

し含上か認企る 条

北 海

６
入をとす

入下金こ除ア

郵

。険

札消 便札納。る保

電参しだ会

費 、に付た
、と

等 報加、し社 保税

によは次の 証

」 等し又
と

道 公 報

５

海話札入入開開

北電入
札札札札 札号行

道番執

幌の
場 市

及場日場日 中－所

央

第

４
審
条 申申が

約 道

イウ契
示 の類をを 書査 請項 請
提っす

の行

号

は審
者のア

平、査申

成

請

次の
十の申
四の ア請

年かを

八

たむにじめ業も の らし

で 第 と。わめら体の ５

る場あ １ き以た証れの

てしと合る 項 。下っ明

き 規じ締たきにと の同
しでっ。 定
。結者。あ

かりは よ
又、あて に
）

、そそ 知
地つ、、 り
は

うこの間

公このの 事
方

道

う る金とれいに

い よ
札る代れを

。 入すにず
るに保

相 は者えか被

）

者

額 め、国該険

当 認は

いの、すと

を なそ債当
方場る

む 。見地るす

含
そは札

） も債合入

。 積
の っ

び

北日所時所時 － 区

時 ３
条

海海成にに 内 西北北平
同同 線 ６
丁道道
札庁年じじ 目

市れ月

－幌赤８。。

北

中ん 海
道央が日 、

区庁 総

き

法先と所

出た場 方

－

話審

曜申け郵北電、
は

ば番道番査

日請れ便海

果

除類な号総号結

を書
くのら合

を 企 。提な

請

午出い－画－申

部 前先。

者 － ９の

時

月ウな

二まけ期

日

めら成

定な平

にば
でれ

るな

金

こ。８

とい年

曜

に２

ろ月

日

り
よ日

団らが成 定
共れ者構 が

とべ該の た
体す当員 め

類を約社 格
種て契１ 資

び実締上 有
及誠を以 を

模履し、 る
規に結が す

ほしい模 で
を行な規 者

同もと除 過
ぼたこを 、

たの、保

契他入証

金事保険 の
約知札保 分

確金約 に
額が証契 ５

費と全締 当
消実のを 相

及め又し る
税認部結 す

地担一当 以
びるは、 額

消をの入 の
方保部該 上

合北舎火

３） 企
部西階前

画条１午

６５
丁号時

推目会

課
盤
基
報
情
室室

進議分

に 時指

通 か示北推

知
内 午よ道室す

らに海進

作幌報。 線 後り札情る

５
時成市基

まし中盤－

でた央課

請北、 ）申区

類条－ 書３

ら

のか

２）

、金

を西

げ
掲日

に９

有
をで

格ま

資）

る金

２
じのとい 去

る曜

す土

の

すあるこ 年
くでなて

間るるお

落

掲入る捨者る

にアイ

あ額札

げ札落額てで金

加金るを者

札 る金をた

札等算額か入と

決 入額

税供付保 札
費提納札 入
すを証 保
以証る免保

８９

め
予効開

落政た有契要そ

入 者書札 第定な

札約 令
価時

格札 の作

７

のに 条のに

らが説

あれ札交交交

入
の

じい書付付付 かな明

めと

アイウ

な
し目

出丁

提６
委政構回

の険証の数

次
険券険託成以

い保証保

第 れ会を会契員上

令 ず
及

か日
か社提社約のに

か日

うび

ど

に

約をれ
約こ

契契は
又

し）免札な

定 保結代
締

び係たを税書っ

に 及に

者

た こる金も事にた

当

者載は

っ の消額っ業記

て 公費て

る落

は 告税当落です、

価るこ札

、 に等該札あ

取額格かと決

入 定の金
書 る扱にとを。定

札 め

るわ速

に 入い１す問後

お

載 に未のずや

記 札円

定のい 制限 の 決成

限る
否他 １、 の。 方要 第て

た にに 囲し 項２ 法範）

す 、を 定定 で者 規規 内
者 場資 つ札 るる か落 す

有 低す をを 最と 合格 、

明め付期場方 証認交

除

す

たれ関間所法

しらに

合とる

場る

便海の

でき事平曜郵北

を番道場

、。項成日

そ

８く合で

の年除号総所

共

企交 同月。

企２午－画付

にと出、を全わ
っ の 該のし銀締員た 条
し、て ５ 当間た行結が

き農、過締 第 すにと、

場を。林道去結 １ る道

年、 の 合被中を２し 項

険金権間か 規 は保央債

、 に

契者庫者につ 定

、

のす又こ よ

約とそと国

え
証る他るはれ り

保す

、

金は債
者国

証るる
す

の
額そ
金債

約方
契地

、
他
の
知

に

さ 関満で、か の事 分

る端入積消

れ すの、見
参っ税

金 条数札も費

た

の

に にあ加た等

額 件が

反とは約課

当 違る者契
消額事 金 しき、金税 該

者 の 入、費の業 額 たは

札そ税

で はの等

きし 制る

、端にあ 分分

務者 格 財い 価 、な 限。
価 第た の 則し 上 規の 以

入 格札

価務 １低財 第最、 条の

部す

の格規 項

業日前

る 体９

。

海進

当）か北推

が金時
札情

契ら午道室

該から
市基

を日５幌報

約９後

履時

し）で央課

行金ま中盤

知

こ３

いで北

なま）区

共方を 事

金履知公地ら

全保が工公す が

の行事

団て め

部証指事共べ 定

険す行体誠 た

又保定履

に 格

一契る保と実 資

は

融証類履 を

部約金証種
す

納締機券を行 有

のを

提ぼた る

付結関をほし

免、の出同も 共

をしと

が
除当間しじの 同

確
る るめ す認 当と 相実 に

のを 上保 以担 額

四

る のの る 保す 約供 契提

無数係

か ５ 効金る
税相税 相

と額課に免 に

す業

る切事当事 当

すを

定も第 規を則
。すり業

にっ
定札号

り入各

よて条 丁

な日６

と曜西

と土条 くで 企

そ日

おび目

る及

履工とすあ 業

す該にた

こ で

。行事きるる 体

る

を

証行約と 、

保履。契

をと 金こ 証

、

保保そを

、 、し しだ 付た 納。



２

廃第一可第縦
法ア

平 棄５般燃８覧北

成 物条廃ご条の海

十 の第棄み第場道

四 処１物２所空

年 理項処厨項及知

八 及理芥及び支

北 海

志般

申平申歌株一歌一

会廃内廃

請成請志式般

者内 年

字物

月年の市社棄市棄

コ処東処

日７住東エ物
バ理光理

月所光
、

道 公 報

条次１ 北

廃第なの 海

１おと平申 道

項、お成請

棄
告

の

物
の一り 示の
規般で年概 第

定廃あ８要

処
理
に棄る月 及
よ物。２ 号

り処日

び

第

名所低の細

最こ詳

アイ
在価の入

限札、

制入は
行説

格執札

号

とに

でのこ約

者員る契
る

かにす

る部。関

あ一
申税事

を免

月 びご施類び時庁

二 清み設を第間地

日

おく項政

掃処に除３域

規部

関施い）に策

に理
る）処定環

す設て

金

律する生

法理す境

曜

行一請課

施る申活

日

廃等

令般書

施 日名番レ施
歌の８の

称８ー設番設
類

び志設、種

及
代内置

表の、

者代場

の表所、

氏取

名締、

役

申、

請尾

関般設

に一施

掃、理

清

可

法物許

る棄置

す廃設
理申

律処
設
和設書

昭施請

書

設は明

法許下

年置以

て開よ

し公に

称地定、
るる。

北北北電いする

道道道番。。

海海海話

合幌合

総札総号

企市企

画中画－

部央部
区

る者担

出業を

し事務

－

組

。るる

といす

こが当

、名

しはの

だき織

たと
者企び

札同及

落共称

、

覧９

和物縦前

昭棄の午

の

所ら

政類場か

年種の時

時後

第、午

令

間５

）及時 号

び

の地

者崎番

で

間ま

期分

住泰

所司、

又

律可

）
名
氏
は

請請 第申申
が書

道 以
っと海 。
あ」北 号

。事

。う知 下
たい

う

容 い

内 と

の堀 」

） 法

の

北
推３推

情６情内 室西室

進条進

報丁報線

基目基

盤盤－

課課
、
－

費
同消地

共体在

が業所

事
場税
の免
体等
業税

企
書
て出
っ申
あ者
で業
合

２

、

北歌

第一燃第縦
法アイ

殻条の海志

５般え８覧

第棄第場道内

条廃
２物溶２所空市

般棄

平申歌株一歌一廃

廃内廃物

成請志式般志

者内会

物処

年の市社棄市棄の

）

概達 。

７住東エ物字

条次１

、

８は
等也 第

要

棄１おと平申

廃第なの

の請

物項、お成請申

のの一り
８要月

処規般で年概年

に棄る月日

理定廃あ

海
北
道 境所庁

告 この意及意地

示 の保見び見域

第 一全書施書政

般上に設は策

の提
そを

廃のはの、部

３

成す
構出

の

歌覧成書

縦平見

イ意

志の

知市

市間８出

内期年提

ス及び支民

項処融項及

理

間地活

最施ラび時庁生

処に）３域課

終設グ第

場い処に策

分お、項政
境

処す定環

）て分規部

め申活

すたる生

理るす

コ処東処理

一に請課

る

バ理光理及

月所光
、

施び 日名番レ施
地の掃

称８ー設番設清
関

び志設１種に

及歌の

る

表の内す

代内置の類

氏取律

の表所法

者代場
役行

名締施

清り処日

びよ物。２

及

設

関般設

に一施

掃、理
処可

法物許

る棄置

す廃
理申

律
設
和設書

昭施請

号

意類海境

棄見、種北環
知活

処か見を道生

物地
施のを載事課

理ら書記

設意提の）

す、便平

の見出上郵に

置をる生番成

設書
に提者活号

関出の環年
９ しす氏境

民２

市月

、る名の－月

日
２
月
９

課ら

活か

生日
で
ま

の午午

廃理等

般処書

日

覧９９

物た縦前前

棄し
場かか

種いの時時

のば
及、午午

ん所らら

類じ
び時後後

五

え及時時

燃間５４

殻び

請尾

申令

期分分

の和

者崎昭

住泰

氏第

は令

又政

所司年

名

）
号 ）

律可
法許下

年置以
請請 第申申
が書

道 以
っと海 。

あ」北 号

。事

。う知 下
たい

内 と

の堀 」

） 法

利こ及保

日 害とび全

関が住上
並見見）

係で所の岩火
市で

有るび地沢ま

をき

到

る一ら８に

す。にか

す

は廃意西着

者般の条
よ

北物を丁る

、棄見５

日
曜

道理述う

海処記目

か日

時曜

９土

前び

午及

時）

４。

後く

午除

らを

の う

容 い

でで

間まま

分

８は
等也 第

要 ）

概達 。

設る海出

知施す北提

、

設と空る

にのこ道す

事
環場支と

活置。知こ

生

で
ま

。



２
く法アイ

覧北妹

安産がず第縦

定業れ、

道牛

型廃きゴ条の海背

２所空町

最棄類ム第場

廃ず項及知総

終物、く

分理プ及び支務

処処

北 海

竜業

平申雨村産雨産廃

建廃郡廃
棄 成請竜岡業

者郡物

背物
の 年の妹設棄妹棄

限処牛処
処 ７住背有物

、町会理町理
理 月所牛

道 公 報

条次１

棄１おと平申

廃第なの

の請

物項、お成請申

のの産り
８要月

処規業で年概年

及に棄る月日

理定廃あ

り処日

びよ物。２

第

海
北
道 境所庁

告 この意及意地

示 の保見び見域

第 一全書施書政

般上に設は策

廃のはの、部

号

意類海境

棄見、種北環

物地

号

３

縦平見
意

平覧成書

成の の
十期年提
四間８出
年月

八

間地

場施ラび時庁課

２

項政

にチ３域

）設ス第

て類規部

いクに策

おッ

る生

理金す境

処、定環

産ず請課

るく申活

す属

及

廃ガ等

業、書

秩設
び 日名字社施字施

及背代の父の
清 称妹設

類
に び牛表設別種

掃

取置関 代

締のす 表
地る 者役場番 番

法 の所

行
施 名岡

律 氏村

施

掃、理

清

請男

令 申武

棄置

す廃設

関業設

に産
理申

律処可

法物許

る
設
和設書

昭施請

見を道生

法許下

年置以

事課

理ら書記知活

処か
設意提の）

施のを載
す、便平

の見出上郵に

置をる生番成

設書
に提者活号

関出の環年
９ しす氏境

、る名の－月

利こ及保

日 害とび全

月日

二か

日

日
２

月
９

ら

金

で
ま

曜

日

日

縦前前

棄ラの午午

日
曜

の時時

のく覧９９

物ス

所らら

類、場かか

種ず

５

ク時後後

ン、午午

コ

ま

ー及時時

リ間５

トび

及で

ず間ま

く期分で

住

和 の

昭 者
名第 氏令 は政 又

年 所
）

律可

条
７

第
）
号

請請 第申申
が書

道 以
っと海 。
あ」北 号

。事

。う知 下
たい

う

容 い

内 と

の堀 」

） 法

関が住上

の

並見見）

係で所の岩火
市で

有るび地沢ま

をき

到

る一ら８に

す。にか

す

は廃意西着

者般の条
よ

北物を丁る

、棄見５
北提

道理述う

海処記目

び
及

事設る海出

知施す

陶
び

）
。
く
除
を

日
曜

土

２

器
磁

非 請た款 定
申特代主定

第

利事記 営 のるに 表

ロ
号 第

要 ）

概達 。

記
に

款
定

は
等也

立１

、
成申特代主

定認平

特の

定

非証

請た 営の
請８営 のる 表 利申年非

のこ道す

動が月利事 活

置。知こ

生設と空る

に

。

環場支と

活

海
北

道 境所庁

告 この意及意地

示 の保見び見域

第 産全書施書政

業上に設は策

３
廃のはの、部

の

覧成書

縦平見
意

の

務載 者 あ 間８出

期年提

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

コ資

日称名地的
こレ等

平北佐札

のクを

成海藤幌

道市
北推法テ通

然な寄

的
目

た
れ

さ
載

年

こ対企けをど与

をのつ
材農る

の象画る教、す

あ２活務 者 あ

法に立活

法 たの所 進っ日動 っ 促

年 の人の 法た
成、名在 月 平での氏所

同日称名地

律２平サ種網

法第
年条

ー郡

第項成ニ市走

７の
号規年サ和東

号

意類海境

棄見、種北環
知活

処か見を道生

物地
施のを載事課

理ら書記

設意提の）

す、便平

の見出上郵に

置をる生番成

設書
に提者活号

関出の環年
９ しす氏境

か
日
２
月

、る名の－月

で
ま

日
２
月

９
ら

隆区進人ィし

日

北北はブて

７

海、等、

月
３バ

民対業

日ン条道市に事
る基

４議活すの

ク西会
体金強

目団資盤

丁内動

番面化

１

で、
の事

地

支業

人、案動と林こ

）援遂

た村を

は農、をし漁と

体入し社と目

、村受通

市と

ど験を、会都的

子

うリ育とす

も、行グ教

。

ら然とーののる

か自
にツ展流

高体共ン伸交
人通

者、、ーとを

齢験
で活域ズ間し

ま生地リ

７イ美藻
広体のム回て

２・村

第に月ド琴

）定
よ

園

第公ホ山

条り日オ字

１告ー

項す北ツ

知地 規。道番 のる海ク

、
り堀

よ６ に事の 定

利こ及保

日 害とび全

関が住上
並見見）

係で所の岩火
市で

有るび地沢ま

をき

到

る産ら８に

す。にか

す

は廃意西着

者業の条
よ

北物を丁る

、棄見５

日
曜

道理述う

海処記目

く
除
を

日
曜

土
び

及

六

にの

ワ特力

や、行

）
。

ズ融に

ー金上

カ資向

ー

た展の地

い験人の復、
会振

のロち開機域

層プ
たラ結び提興

人グを及

と達

の
次

ちムび自供に

出

知施す北提

設
り也

お る

にのこ道す

事設る海
と

活置。知こ

生設と空
。

環場支



６

代主定申

平 請 た款

成

の るに 表

十

事記四 者あ

年 っ 務載

八

北 海

５
活
あ利

営 の
非 請定

申特
動 っ

道 公 報

４
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第

事記
るに 表

た款

代主定
務載 者

号

３
活
あ利

営 の
非 請定

申特

の所さ 動 っ

月 のれた

二

所た年

日

名地的日

在目月

氏

金

東こビス成

松河ービ平

山

曜 郡のスの

雅鹿法及提年

日

は生を月

一追人び供７

日称
名 月の

年人
法 た

町

と成し

自ジ加文的平か
わ

治ャを化

のー促のす
。７も

正ナ進振る年の

いズる、月り

しリす興

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

、

平シ吉札支事じ

日称

事、地

成ビ村幌こ援業

ッ市の

たの

年ク卓中法業ま域

は産そ住

７メ也央人や

所た
のれ

の所さ

月デ区

ー援よを

名地的
在目

氏

的

塚幌こビ者う目

小札

を利活と

不市のスやな

夫区人中用動す

三南法

年人
法 た

澄は心者をる

成祉

繋平福
日称

名 月の
支

が
る

全月ポ

営７サ

経年援

瓜、活通
地

西域中た

幕地のじ日

活生の

丁生ら域

１でか
すま活

目

声を

地方た化

番るれ性

し映す

対反指

にを目

々
てさ。

発ムこ都
ロ

に担にプ

展のと市日

を、ー

要手りモ

必いよ
ン

報成域ョ

情育地シ

な
市ミ寄

発、コに

のしの
る

行のニす

を民ュ与

信

ィ宮、学れ民
う地テ

とと自

日アの地官らが

民係そ

１住市関ら

森域
をのすの

条民
目象働セ土

丁対協る風

番しコナ文

１とをミ、

たーー化

報ィ開生

－情デの、

発ネ催活

高さネし

川、にの通。

者ざト、

条齢まッて

４
障なー域

丁やまワ地

１
い常を祉

６が日ク福

目
持活切増

１を生大の

番
つ支に進

－
人援しに

ー

ち行拠与

たをた寄 号

タ

ポン

サセ

の日ト

般５

と
こ
う
行衣

を琉

トー

ー

ー
護サ
介た
、せ

的
目
を

サ

、と

シ方ィこ

記
に

款
定

ク参業目

ッ治産を

ビ自

８

、

る 表 非 請た 定
申特代主

産

信ーな、 号

利事 営 の

る通、

係すを業

にトど

る
に 表 非

た款 定
特代主定

る

にな点す

利事記 営る

支ると

護、なこ

介いと

７

サ 。
る
す
と

の
請

申

に 表 非

た款 定
特代主定

目
た

れ
さ

載

利事記 営る

業生、り

む起をてく

的

海推

の高支か北を

こ中

動 っ活務 者 あ

法年援し

の氏所 年人の 法 たの所

シ小札

日称名地

名在 月

て。成ニ倉幌

進っる平
ア市

、
市豊

活務載 者

民か年マ征豊

所た 人のれ 法の所さ 動

を

称名地的

名在目

の氏

協者し促

ヒ三岩の齢進

沢会力の、進

ュ嶋見本

っ
あ

マ市はに生幅す

ー

者施羅情目平
日

月
年

た

世ですす報的成

て
界あるる化と

務載 者

のると最をす年

た 人のれ 法の所さ 動
活

称名地的

名在目

の氏所

ヒ市の

蹄中幌こ

羊山札

人失にた道進

ュ一中法

っ域済る

は業よ地経す
活と

北をてののこ

、者
道心シミ性を

海中、コ
アニに目

のとニュ化主
与と

用る世テ寄的

雇す
情シ代ィ

七

知動、る

勢ニの活しす

事気

悪世識や活。

のア

区

活な７ス敏平
化代や

ー豊

動地月タ

に域

条

る会ネ２

よ社日ズ平

成ワ丁

民形ト６

住のッ

番

ビ寄ク２

ーにー目

サ
ス与
のす
創る－

ン顕志、よき広る
出こ

地と

ラ文高り甲くこ

な幅創域に

ン町度、

ド

技広出やよ

と分中野、

術い、分り

富で齢越て

豊野高を全

知査業た市

な調起えの

を究の民の

識研家市民

と適推る７

有を支活社

報志もな進。月

情有
をがに情し

報パ通、

活情、報て日

信コ環共

で通ソ信公

用
術のを利

る技ン境の

き
う導つ益

よ
報イとる増

情ア入くの

信ィのとに

通テそこ進

ン南、

マ区は

ー正央人
住

ト西の

ッ通域

ネ大地

ワ

番ン
４イ

ク目が

ー丁民

にの経業あ

半ネ
ー

地タ

っ用の動北

よ雇験活る

苦出ワ通道

て創パを海

しやーじづ

り的藤 か目
はを号 をと 行援動会

もす方 、と原

、育基参

るい・の的

す
高を強の

員中成盤加

会

）有に資

互年推化促

相

習活りる

関講効よす

に
をを域と

る等用地こ

す

ビト
田ッ

術実網のを

技
駆
ルを
使
し 号



病式相

医会医会わ株ン

か 法院法院会談

療病療

康タ

徳徳健ン

人人社セ

帯ケし

会会会ー

洲洲ば

広広アら 薬 帯

北 海

ビ

リかサ医スはテ道ー

シ勤ス

みー療テるー東

りョ医セ トのビ法ーと

北ョのン協ン

くス人シ
ン里さタ

に

問ら

協会ひ訪くー

ル社
ルルわ看デ ケヘヘま

道 公 報

定ー標タ

特ワグ中ンホ

ー町

ーム 非カ津ー

ルー

た護 ホア 利ズ介 プケ 営
ぽー ム緑 動んサ ーー 活
人ぽビ あ苑

法

第

頓事会ー

名浜浜援社パ
テ

成称別別業福ス

平頓
町町所祉

問定人シ

年又訪指法ー

宅圭ン

月は介居刀ョ

８
日氏事介会向

２護

号

居 北

生宅 海

介 道

護
活
告保

平若 示護
成し 第法
十く
四は 昭

年居 号和

八

洲洲局ラば

徳徳プか

宅

援

通ビシ居支居管居支

指介

所リョ宅援宅理宅

ー護養導護

リテン介療

音号音号帯苫－

ハ
更更広小

サ

パパり護イ

町町市牧

所

同同同同通

アーース
路路

伊上岩釧釧号
護

介

さ帯

市国沢市市

達ノ見

活居支訪

アひセ広

ケス

介

呆共介宅援問

同痴型

帯１

応生護護

対同護介
津市

広別標広

北３幕中

所支ル葵

業護ヘ日
島町

宅援問

サの訪居支訪

名

護護護

ビ介介介 種 ー問

ス類
所浜同帯

在別市

頓広

月年介

二法護

日

計
第援

律支
画
）
又 号

金

施 第
は

曜設
の
介 条

日

野４し

木木西市

を ２
護

ば

通通南か

西西条ら

野

５丁

目目目６

丁丁丁町

１１地４

番番番目

２２

ヶ

長町市春桜

同同同同

採 和字
留西丁２

町大条７岡

目丁

地番丁９目 番
地目番

同

地７

番号地

１７番 ２

丸１

市旭町東

同同同同

山条

青町

葉

丁７

町－２南

３

目

丁目丁

目
６番

西

同同同同

地地

番地番

町

地字

丁

北別１

又頓北

浜条

海は

目 番 道
知住

指平同同

堀
所地

事番 地

せ の
さ 項

当 １
担 第

定成

次 り
を よ
関 に
機 定
る 規

指 助
り 扶
お 護
と 介
の 、

退の任

就任別就同同同

退成

就平同同同

任

次 北

土の 海

地と平

カぬ

道

改お成

モま

告 メ

良り 示 デ

法役年 第

員８

ン
タ

昭の月 ル

援陽業

名かパ樽支緑事

のサ緑事園所 称みー前
ビ園所宅

又くー樹業居

協宅護

社ス居介 は

に

達年
月 也
日

お 北

生り 海

届平

援ケか

道

出成

活 事アぜ

告保 業プ

が 示護 所ラ

あ年 第

っ８

法 ン
セ

た月

あ
の。
た め
し た
定 の

ン

社

護ぶ

介さ

宅とっ

居さ
事居

援協

支

年
月
日

事

事事
理監別理同同同

地藤藤

氏高城齋齊

・の

橋

和就２ 号

任日

あ
い

第任

居管律退
法び
年及

の

宅理
療指

届

旧新あ 第が ）出 号 養導
変

っ

介支 氏

第 ・カおた 条 更

訪居支居支

名ル護援

ヘ

介 種 ー問宅援宅援

サの

旧新

ス類護護護

ビ介介

・緑居

ノ小更

所上苫変

昭

在国牧

。２ 号

ー日

和 タ
支居支

第
律

法 よ

年 そ
援宅援

第

護）

介号

支

ふ護

所介

業宅
部幕条

護

介介

宅援宅

居支居

る

孝男

秀広義純

帯地厚

護

走走

住網同同網

名治明

別

道幌満

海美女

北郡郡

美美字

事字字字町

知町

吉

堀美禽禽住

稲

名モお。
規 ン歯の デち項 称メう

あよ あ院に ル医定 タ科

走 ま網 まぬ、 ぬいり い

園介

町市名陽宅
平土

川

宅支

勝樽居護 地字字称
介援 又山前

護事
援所 地地 北支業 は番番

所

知業陽

道事緑 住５ 海

町別の

届平平平

堀
事所

定

開内規

村札の

山町２
よ

セ町に

発北
ン

定

１の指

ー地、

タ番り

樺

町 白

部 市

沢 広

機
護

介

新
町

条
東

目
丁地

５番

八厚

番沢

番
のの 達地 地地 地番 番番

２４の

也

変改 成地

所

良 更
・区
か
ら 名

変 出成成成

、 称

更 達の

・

廃名 内廃 也

ら
か

同関

容止止称

次
の
と

同同



び 北

漁函 海

館平 道

市成

船
告損

平 加 示害

成 入年 第等

十 区８ 補

四 に月 償

年 つ２ 号法

八 い日

北 海

森制図説算

事金を域予
会範

林林度る明の

森業
備備適めや囲

整整のた
か市導で

地地正、指内

活活つ町事補

域域

道 公 報

同同

目

林助又の 産補務そ 水

又

部等事的

同同務金は

分

交のは 管
所を業

第

同

任
同退同同同同同同

同同同同同同同

号

成
平同同同

任
就同同同

月 昭て

二 和、

日 同
法第

年法
律
条 第

金 第
１ 号

曜

の 第
項 ）

日 規

が等す

動動円村務助

定

。

援援な行にる

支支滑

進付施地し

推交実う対

す称旨

付名趣

村
町

市

、 ）

監同５事び のる及 そ

和象

田島対

本西助
補

事
男一者

光
涌

事
同理同同同同同同

地田島

西高城齋齊城岡

義純克大照

島橋地藤藤

治明孝男巳実見

和秀広

一

城岡涌本

事事

理同同監
見男

克大照光

地田島田

同
第る

２よ
のに

条

巳実

規あ道 のが海 項意北 ３
の堀 よも にた事 定っ知

業経託賃

福認 、と り

町行の、料

市を費費借

認付

村うう印及推確交

消事事事

が場ち刷び進

次、耗務務務

森合、費

整おに会品ににに

林に

すす

備け掲議費要要要

限るるる

地るげ費にす

も旅る経経経
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掲まよ道 る

作河 で 。

げでり浦 の 号

し浦 入 下

資成郡 、 以

る
をた河 札

格
す請栄 参 令

有申町 に 政

内 北止フ管

る書丘 加 」

てサ本 道れーに 海さタ

支 第なビ、 示いー店 告

とメ又 号

こ・店 ９いス
ナ業 定

テ営 規

。ンは に

日成得河

ス等 る

ン所 す

札

る町 組説か

東

書平３丘

明ら年。栄
通

に成月

よ
る年日

度北

月限

。３を号
高

で該日

ま当道

日に海

う

。契

道

建実海

上を北

）

日。
る高

第す日

設施

庁

－。支

合岩

２組
町同野

眞

号長

雄

番
号

一
二

どを通 よ い

か類東 し と
ううう提

な

のし す ）

か出号 と 。

の

体有 品

のを 物

第る審 備で

整者 貸

がる 賃

制す し間庁

だ期同

た約合

借

弘
篤

田

算長
予延
、を舎



者

アイ

る捨税

平 落で 分 事 落額て

成 の 業 札をた札あ

十 者 決加金者る

四 とか で 定算額

年 あ にし）になを

八 当たを相っ申

北 海

１

契要そ号 項
規１掲札

約 の組開に入
る額 作

の 定月げ金 書札

成に よた入等 の時 に当
定の及係 のお りり札に

道 公 報

７８９
海 札交交め

入郵認落北
財 明い 等者道 説な

便札
規 のの

務 書も にの 付付

す る定 場方則 交と
よ決

付

第

５６
す

札入入開開除

入入免

の。 札札札札 行る
札 執

及証 場日場日 所
場保

号

４
を浦
条 査道

約 審海
契北

す
た浦 示 っ郡 を 行河 項

る 場河

月 か た金も当たし

二 免 っ額っす者出

日 税 ててるはる

額落と

事 は当落金、こ

入金価を札。

業 、該札
で 札額格入決た 者

金

書後し あ 書にと札定だ

る に１す

曜

記や落 か 記円るに速、

を 載未の

日

すに者 問 さ満で載か札

め単びる 要い

わ れの、

の費

、 た価否他こ消

て
告及

に 定を公税

２ 予）

定地

定 格っにび

規 価も

す て
入め方 る

格 １入費

資 組札る消

有 当効に
を 月有札税

し たな関以

所法札。法
昭 にる 入方

す

和 関

年 る

場

海 項海海の

北 事北北
河高で

規 浦日所

道 道道
浦庁付

第 郡支交

則

金

び

。 町務る

号 河総す

時
日所時所時

同同

海海成にに

北北平

道道
河高８。。

浦日年じじ

郡支月

浦庁
町同

河合日

審東

、丘

は所栄

合町 場

北査通

海結
請海

高申北

日を
道果号

務通高

総に日

庁者道

支

こ費共 ず た端入る消が

額がにと税同 、 金数札

の業 積 にあ参。等企 見
っ 該とす課体 も 当る加
は者事場 た 金きる税の

者で 月 の、は業合 １ 額
そ、
当 の消であ

るて のの

端費あっ 分り

す下

金等か、 ５契

数税

い の札る
な り入

の 価限件費

者 単に条消

た の。違等 し ）るに税

札 限ししと 入 制）反」

財 範者入う 、 のたたい

規 内落は） 務 囲を札。

。

最者無取 則 で札、の

東務

下 丘総

以 栄部

財 通課

務

火

）
。
う

い
と

」
則

規 号

後

通地午

東
丘舎）

栄庁
下
議時

号会１
室

務る総

総す庁

部知支

分

そ に約

課
務
総
部

課。務

額

を係税の 相金

額に免

り課の業成

切る事構 当
随除随平随

１２３

す

契

意雪除意成意

契ト雪契
ラの７の

約ラト約年約

扱 第

係クッ相月相

にッ

低と効

のすとい
。

格。各る

価るす 条
北

次

５

海

の平 道

と成

縦

小 覧

お 樽 図

り年 土

随８ 書木

意月 の現

第

対申

築
建１２３４

第
条

者

を成請

物平認認
定 認

所 年 し８住

定年定象の

た月

北

建 海
道築 イ

釧基 ここ詳

路準 所のの細

支法 入入は

庁 札札、

告 及の入

とに

のこ約名

員る契
ア

手

にす

部。関

一

るク手
１方日方 物

台をの

、び定名

等級及決氏

品
×雪たび

名６除し及

の
び、ー所

及６ド日住

称

ザ
台

量・１

数

契２ 縦

・と

業

約日 覧所

の 場告

相 示 所道

手 第

小方 ２

を 号 北弟樽 海子決

土

釧町し

道屈定

木

支場。

路役た

現

日び 月

。２番区及

庁建

第平川野大

号日域名
氏

成上付内

郡郡 －
号７子海吾

１年弟別省

町西

月屈町

在昭
示和 び執札

第 契行説

４年 約は明

号

よ

律 、公に

法 地は、書

郵電達する

第 調開

便話手る。

第

号号の）

番番続。号

停
止
等条 －

担

業を称

事務

税事

免る
道

るる海

いす北

が当

者

名支

はの高

き織日

と組

換

北２交

共称庁

、

台

土２

樽
小）

道付）

海
業

現
木

一 所

三

井
長

業

済課
経設

所

建
部内

告

設

示

宮
日別

日朝春

内
課
導

指 ６

海目町

北丁園
２

道

ち 長う 庁の 支３ 路－ 釧
北、

－が第

有２

－り項

得の 北

る規

河よ 線 浦に 内 道。定

海

り 郡

、 浦

及総
丘お

栄と

町の

河次

体在総

業所部

企び務

同
事
税
免

等
税
費課

消地務

雄
俊

元

申
者

業

－

定

通一

東り

利
勝

す
出
提

を
書

出

数
複

号の



４５６

約般般成

落契一一平

住札

の競競 金

相争争年 所額

手入入北

方札札海

幌決公小

札円円をの道

北 海

２３

除札成札氏住氏

落平落
者 雪除を
７氏

ト雪決年の名所名
室北

ッラし月名

ラト定

及株 クッた
ク日日び式蘭海

道 公 報

１ 北

次 海

の平落 道

と成札ロ 小

にーロ お 樽

り年係ター 土

一８るリタ 木

般月物除リ 現

競２品雪除 業

争日等車雪 所

第

５６７

契随随地契

約意意方約名所

の契契自に在

相約約治関称地

手に法す

っ行事北北

円方よ施る

決た令務海海

を

号

４

氏住意
随

平契

成名所約
十に
四係
年三東る
八

東し土

市定告樽

井京契

所

苗続業

東手現

区た木
号

丁１

３第

条示

２告

穂
番

２
目

１住会市道

台所社入日

、交林町自

級と栗江野

×）会番車

４換商１動
式

４地株

、

会

・社

入の車
タ

・

告

２ 札名 示

台 に称 第

よ及と ３

りび交 ・ 号

換 落数

） 札量

を／

者

道道

た海

し北）

定級

決

定理を
和当樽樽

し由昭担小小

す土市

た
手

１

政組現沢

続年る木奥

名企目

第の所丁

令織業

号称画
部号

第び務１

）及総番

所

月物都約

二産港金

日

丁
リ６

ナ橋
シ新

マ区額

ー

金

式１
株目

曜会番
社

日号

。道２

台
１

）
付

ク
ン

号

井
長
所
業
現
木

土
樽

小台

在総

元

第
項

１
第

２課 の地務 条

５６７

に
定
規
の
号
６

約般般成約

契一一平契
に の競競

相争争年関

手入入北す

方札札海る

３４

札氏住氏住氏住札

落落

の名所名所名所額

者金

２

雄
俊

名
氏

除除ロ札成
落平

雪除雪除ー小を
定７

ト雪グ雪タ型決年

除雪し月

ラトレグリ除

１

。
る
よ

ッラーレ

北

次 海

の平落 道

と成札 網

に お 走

り年係 土

一８る 木

般月物 現

７
す
関称地

に在

約名所

契
る

をの道事

告走を

決公網務 円円円
手現す

た木当

し土担

定

名
示の

告織
所組

続業る

帯北札道札

号及
２称
第

市

び北広海幌栄幌

及東

キ清械清

住海市道市機

ャ田株田

所道西
日

ピ里会平

野条タ区式区

２２

動１ラ塚社岡

自北

６３

株目三条条

車丁ー
目目

会番建丁丁

式７菱

社６機

クッダー雪車た

クダ車１日日

１台 ３

と 台 台

交 級及と

除換） 、・ 、び交換 級

６シ ×雪） ャ
タ 、ー／ ッ ６ド
ザ
台） ブ ・２級 ー

競２品

レ

業

争日の 所

入名 告

札称 示 道

に及 第

網よび ４

り数 号 走落量

土

者
札

木

決
を

現

を道道

務海海

事北北

定

奥

す土市

当樽樽

担小小
所丁

織業１

組現沢

る木
名企目

の
称画

販３７

地
在
所

び

及総番

売番番

号
株５

交１ ー ・と

社
会

式号号

換台 ド ２
台台 ５１

）） 付）付

業

た海

し北

所

網

。道

告

走

示

び務１

猪
長
所
業

現
木
土

課
地務

在総
所部号

一
四

樹
茂

俣



規 北

地定 海

に平 道

よ成

方
警自

平 り 察治

成 、年 本法

十 一８ 部施

四 般月 告行

年 競２ 示令

八 争日 第

北 海

５６７

般成約名所

契一一平契
に在

約般
の競競
入北す

相争争年関称地

事北北

方札札海る

手入
決公帯務海海

をの道

道 公 報

２３４

落平落氏住落

除札成札札

者名所金 雪を
ト決年の額

ラ定７氏
及産広円 ッし月名日帯

クた
５日日びデ市

第

１ 北

次１ 海

の平落除 道

と成札雪付 帯

にト お 広

り年係ラ５ 土

一８るッ台 木

般月物ク） 現

競２品 業

６ 争日等 所

号

海海
北北

称地
在

名所

月 入 昭

二 札 道和 号日 に
年参 警

令す
政加

察第る

金 者
号に 本曜

以要
。必

日 部

帯

定告広を道道

資
下な

市

た木当広広

し土担帯
３

続業る木東

手現す土
の所南

告織業条

所組現
目

２称画丁

第名企３

示
所部番

、び務１

号及総

台住イ西

平

及所ー
丁

雪道１

除ル北

びゼ条
株番

ー売３

レ販目

グ東

１式地

ダ
台会

交
と社号

台 入の 告

札名級 示 道
に称、 第

帯よ及６ ４

りび× 号 広落数６

土札量、

者 木を・

決 現

定・
業し北２

た海 所

木北
土市

走走
網網

道道
画丁

企３
所西

業条
現７

部
務

総目

格 告

」定海

令を北

政

示

本 う。察 いた警

とめ道

第長 ）部 。

上

地務

成在総地

５

原 の
条

広
帯
道係

海財

北管

年課

道付

）
換

告
所
業
現
木
土

帯

。

告

広１

示

現び

木及

土台

業

、

山６
×

秋６
、

長級

所

の

男 項

都 １

美 第

課
務

総

４

経中びて格申資

及め資
る査審 請

済小協い審格
の 業業組との査

産企業

号
３
第
示

局等合き申の

３

年つ

下てび

法 つ資中以い及

格律 小 、調

第 企 誠達は

業 実物中、の 要
等 に品件小当資

履の企該格 号

政約政。道道平過

契と

２

令令 締が税成去

第第 結行を

のう滞年年

た指納７間

・

俊

２
・

一

い

定契資物の

規資次

に
品に

物れ 等

るず 格 品 す

格成に
等 資平者

る品

１

必
又
は 及

に資
定 調度な

特 び年要

の請
時 長協に。請申

達

、

行組っ時期は

が同あ

成

官法は及平

う合て期

公第、び

需３設方

月

格第の８

適条立法年

に資日

合号に２

組４際

中要 ） の協

証掲格か

の

守等小件 特第 同 行保業
合 た点例協企は ３ 組 し

等適 第 法 者検同業、 条

でが組

同し 項 昭 あ可合協用 １

こなと組な 第 和 る能」

又。 号 年 と者い合い ７
掲 律 あ。は に 法 。でう

こ及業 げ 第 る）協

お のの め名し月に 条条

争い日い ４４ に競て１

１２ 要入る現て 第第 必

でに１ 項項 な札者在、

規 意関なおの にの 同に

規

るこてに 定定 をすいい

るよ
て指と、定 すに
得

を子る 者り
い名。電め

者停計契 競
る

類件当

の該 種 等も 要 の
す情こ

はる

類す

種約格

成用報る報と

、平ム情
ワ通資通。 に
８クシシ

定年ー信格信

め

テテ下テ

る月スス以ス

の日ームム

も２

、
の すいは

務 をお格
役

調 るて
等締定
手 品がに

達 物道
も
特 種しる

の の結め
続

し
定 とと

を うの
例 類よ

９

明げをら

る る、
め す

業る３

有企す月

をる有

で

と合でま

る組者日

す
きあ
下も間

。以るの

一 のに

五

れ

組成け

業構な

企がし

合員

とび組 る

第
小が 業 ）

。中合 協 号
団い 条
業の 合 ３

企次 組
か 定
のれ 下 規

体ず 以 に
組

組 中
に該 業 る
織に 協 す

るる 」 企
すす 合 小

関当

機と 成入
は止算約 未争

者へ
まれの種 年札
含さ

ない貸を の 、
れて賃類

業ぼ 保加
いな事ほ 参 被

人排
）こを同 佐を

。い

な。んく 又除
でと営じ

こいる 被れ
いです はさ

。こ約 助い
とる契 補て

ョワ格ワ

とにシ用資用
とク

る般ンー」ー

す一

テ

争置スいス

。競装ク

シ

札賃ー。ー

入のテう
ンン

公借ョョ

の貸シ）
の

行置置

を約装装

告契

当

情賃賃

うの

定契
令 に該

政
り７ 契よ

成 るに
平 め約

るを令 係達政 に調年 約
一す第

般る

な

」のば

争方）

競地号

をい

う数な

い半ら

と過 い 等
法と と 業

）占。

。

は う 協
律き

にの

和２ 組）
昭、 。 同
合

あで

。締 で者

とを 人る

、こか

て、 い

し っな

結

シ約

信契

通借借

報貸貸

札共２

入公第

テ関

スに

号

加の２

参体第

に団条

す物



協１
札調情調

おの平入

な定

に達報達

、適成

こ用

す信す

のを年付を通を

け月るるシる

入受８す

テ品

にる２事物ス物

札
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